








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（28） ・Eldrama dela historia no esla lucha defuerzasimpersonales
unicamente,esundramaquevivecadaunodenosotros.Vivimoslas
pasionesysufrimoslosaccidentesdelafortuna,perotambienlospensami-
entos・（ibid.,p.477）.
（29）『大いなる日々の』229頁。
（30） Ibid.,p.546.
（31）「同時的詩作のテクニック」（latecnicadelacomposicionsimultaneista）
つまり，パスの詩法Simultaneismoは，パスが晩年に明らかにした詩作の技法
である。パスの詩は特に長詩『太陽の石』を見るかぎり本質的にはシムルタネイ
スモと言える。パスからこの技法に関して最初に解説を引き出したのは詩人アン
ソニー・スタントンである（つまり，パスが詩学の変遷上のシムルタネイスモと
してではなく，自作に見るシムルタネイスモ的原初性についてパスが初めて語っ
たという意味である）。同詩人によって，この詩法が1980年代に入ってからパス
のなかに実践されていることが指摘される（しかし，それよりも20年も前の長
詩『太陽の石』はシムルタネイスモの代表作である―筆者）。その対談で次のよ
うな会話がなされた。「A.スタントン：『激しい季節』所収の詩編「廃墟の中の
讃歌」であなたは同時的詩作のテクニックを完成されました。これは疑いなく，
これまでで最も大胆な文学実験です。この詩作法をどのように着想されたか話し
てください。パス：直観的に発展させました。偉大な先駆者たちがいたとは全く
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知りませんでした。あるいは，多分，彼らのことをはっきり記憶せず，私は彼ら
に気付いたのです。その偉大な先駆者とはアポリネールとエリオットです。彼ら
はそれぞれの詩のなかでシムルタネイスモを実践していました」（O.C.,T.15,p.
117）。この詩法について語るところを幾つか挙げておこう。（A.Stanton）・hay
unatecnicadeyuxtaposiciondedosplanosopuestos:unmundosensual,
paradiciacoyutopicoyotroesteril,infernalyurbano.Elpoemacomo
SevenP.M.elefectodeestatecnica......・，（OctavioPaz）・Exactamente.Sin
claraconciencia,comenceapracticarunasuertedesimultaneismo:pona
dosrealidadesfrenteafrenteyprovocabaunachoque・,（ManuelUlacia）
・Asique,hacia1944......・,（OctavioPaz）・Comenceaescribirloqueyo
queradeciryquehastaentoncesnosabacomodecir.Hemoshabladodela
conjunciondetiemposyespacios.Sindarmecuentaclaradeloqueme
propona,escribvariospoemasenlosque,atravesdelayuxtaposicionesde
imagenesybloquesverbales,intenteexpresarlaconfluenciadedistintas
corrientestemporalesydeespacios.Aclaro:dijesindarmecuentadel
todo,noaciegas・（T.15,p.126）.前者の詩人スタントンとの対話は1988年，
後者の詩人ウラシアとは1989年にそれぞれ行われた。しかし，これより前の
1986年にスペインのメネンデス・ペラヨ大学の夏季講座で行われた「亀裂と収
斂」と題する講演の中で「シムルタネイスモ」は詩の近代性の象徴として，その
詩法は詩人ではアポリネール，映画ではS.エイゼンシュタイン，精神分析では
ユング，絵画ではマルセル・ドゥシャンらの名前と共に紹介されている。・En
suma,enlasegundadecadadelsigloXXaparecioenlapintura,lapoesay
lanovelaunartehechodeconjuncionestemporalesyespacialesquetiende
aresolveryyuxtaponerlasdivisionesdelantesyeldespues,loanteriorylo
posterior,lointernoyloexterno.Esteartetuvomuchosnombres.Elmejor,
elmasdescriptivo:simultaneismo・（・Laotravoz,lapoesayfindelsiglo・,
SeixBarral,1990,p.45），山口昌男はオクタビオ・パスにおける詩人と新しい歴
史研究を繋ぐ領域を指摘してシムルタネイスモを確認している。重複を厭わずに
山口のパス引用部分を再録しておく。「これらの不変の因子，その中で現在と過
去がであったり別れたりする形について我々はどの程度知っているのだろうか。
他の文化に起こることから類推して，我々はいくつかの要素の結合としての現れ
方を垣間見ることができる。生物界の移ろいや，映像のモンタージュ，詩人にお
ける言葉の連想作用における如く，こうした（過去と現在の）結合は，輪郭のはっ
きりした，置き換えのきかない形象を産出する」（前掲書，12頁）。
（32） 深瀬基寛『トインビー 人と思想』社会思想社編，1967,160頁。
（33） EnriqueKrauze,・Personaseideas・,Vuelta,1989,p.143.
（34） Ibid.,p.253.
（35） 前掲書，深瀬，161頁。
（36） Ibid.,pp.493515.
（37） OctavioPaz,・SorJuanaInesdelaCruzoLastrampasdelafe・,Seix
Barral,1982.
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『ソル・フアナイネス・デ・ラ・クルスの生涯 信仰の罠』林美智代訳，
土曜美術社出版販売，2006.
（38） オクタビオ・パス『鷲か太陽か？』野谷文昭訳，書肆山田，2002,138140頁。
（39） 前掲書，398,403,406,481,482各頁を参照。
（メキシコ政治・文化／市ヶ谷リベラルアーツセンター兼任講師）
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